
企
部
古
帥
剛
志
巻
十
三

三
戸
あ
り
て
、
一
戸
は
魚
屋
な
り
。
と
い
へ
り
。
今
お
の
萄
校
俳
話

得
陀
披
り
て
.
尚
之
を
披
紫
す
る
に
.
今
百
姓
町
民
鐙
苛
の
向
う
な

る
通
り
の
袈
町
に
、
石
浦
屋
久
兵
術
と
て
百
姓
名
前
の
者
一
人
残
れ

り
。
此
の
も
の
従
前
は
八
石
二
斗
の
地
主
持
来
り
し
か
ど
、
天
保
十

四
年
の
頃
お
持
高
を
ば
笠
舞
村
へ
資
渡
し
‘
共
の
身
は
金
樽
町
台
所

の
支
配
と
成
り
、
全
く
金
津
一
般
の
町
人
と
は
成
り
た
り
。
故
陀
石

浦
村
百
姓
名
の
者
此
の
時
よ
り
全
く
断
絶
す
と
い
へ
り
。
訟
も
ふ

に
、
今
金
調
印
市
中
に
石
油
屋
裂
と
呼
べ
る
も
の
甚
だ
多
し
。
是
皆
い

に
し
へ
石
泊
村
の
百
剣
な
り
し
が
、
迫
々
都
地
よ
り
迭
絡
し
て
、
金

部
町
品
問
所
支
配
の
町
人
と
成
れ
る
者
の
子
孫
に
て
、
彼
の
村
地
迫
A

町
地
と
成
り
、
耕
聞
の
地
減
少
す
る
に
脱
出
ひ
、
共
の
農
民
は
工
商
等

に
な
り
、
町
人
と
は
成
り
た
る
な
る
べ
し
。
さ
れ
ば
百
姓
町
の
地
は
、

い
に
し
へ

上
石
湖
町
の
村
跡
陀
て

‘
村
民
共
の
邸
跡
な
る
を
以
て
、

百
姓
町
と
は
呼
べ
る
な
ら
ん
。

O
洲
崎
山
鹿
強
寺

東
波
民
宗
也
。
貞
享
二
年
の

-m来
牲
に
一
耳
ふ
。
文
明
年
中
川
出
発
坊
石

川
郡
米
泉
村
K
在
住
、
夫
よ
り
数
代
同
所
K
罷
在
庭
、
寛
永
十
三
年

百
姓
町
今
之
地
へ
移
側
仕
一
E

K
。
と
。
=
一
州
芯
槌
縫
鈴
考
K
云
ム
。
段

な
る
掬
陀
の
像
も
、
行
訟
の
作
と
い
ひ
侍
ふ
る
も
の
に
し
て
.
伏
見

寺
の
難
問
像
と
同
作
友
ら
ん
か
。
但
し
俳
像
な
ど
の
事
は
‘
共
の
寺

院
の
即
時
稔
も
段
と
す
る
に
足
ら
歩
。

「h
宜』

O
洲
崎
泉
入
道
鹿
坊
仰

加
賀
古
跡
考
陀
去
ふ
。

4

官
長
享
年
間
洲
崎
山
訊
入
道
政
党
と
い
ふ
一
授

大
勝
、
並
民
一
族
兵
郎
十
郎
左
術
門
・
孫
四
郎
等
.
石
川
郡
泉
村
の
溢

な
る
村
民
居
位
す
。
共
の
館
跡
は
何
れ
の
地
と
も
知
れ
ざ
れ
ど
も
.

今
米
泉
村
陀
兵
庫
の
塚
と
い
ふ
あ
り
。
此
の
港
地
泉
米
泉
な
ど
、
何

れ
も
皆
一
族
の
居
位
所
な
る
べ
し
と
い
へ
り
。
仙
岨
尾
紀
陀
.
米
泉
村

に
洲
崎
泉
入
道
出
品
質
坊
の
古
墳
あ
り
の
村
中
字
駒
坂
と
い
ふ
所
に
あ

り
。
古
松
あ
り
し
か
ど
も
近
年
立
枯
れ
と
成
る
。
と
い
へ
り
。
按
・
ヂ

る
に
.
泉
入
道
が
居
桁
は
米
自
拭
村
に
あ
り
。
飛
井
被
帆
開
花
、
品
す
お
閤

尾
山
の
抜
本
源
寺
の
家
老
松
岡
次
郎
左
術
門
は
、
河
北
郡
の
椋
認
と

し
て
小
立
野
質
館
寺
川
棋
を
城
郭
と
た
し
・
尾
山
M

棋
の
抑
へ
陀

蛾
居

す
。
共
同
制
河
南
米
長
州
叫
に
洲
崎
兵
庫
と
云
ふ
者
あ
り
。
石
川
郡
の
抑

仮
伎
と
し
て
.
数
年
本
源
寺
と
威
を
年
ひ
.
折
を
伺
ひ
河
北
を
刷
出
ひ

?
う
ん
u
z
v

取
り
、
人
と
巧
み
謀
る
都
議
久
し
。
帥
出
る
陀
松
岡
と
和
睦
し
、
次
郎

左
衛
門
を
米
泉
の
館
へ
招
吉
、
酒
宴
中
に
次
郎
左
衛
門
主
討
取
り
、

世
部
古
蹟
志
巻
十

.1I. 

先
訪
は
も
と
江
州
の
者
に
て
、
洲
崎
兵
郎
と
一
古
ひ
、品
川
越
如
の
弟
子

と
な
り
。
加
州
河
北
郡
松
峡
修
正
位
し
、
森
下
・
柳
橋
小
坂
大
樋

溢
ま
で
抑
仮
す
。
叉
石
川
郡
品
小
泉
に
移
住
し
・
西
・
以
内
抗
野
の
三
'u
m
E

領
分
と
し
、
御
山
の
本
源
寺
と
成
椛
を
年
ふ
。
放
に
糸
入
道
と
潜
蹴

す
。
高
尾
の
城
陥
る
の
後
・

一
道
場
を
米
泉
K
椛
へ

‘
巡
如
よ
り
授

奥
せ
し
行
基
の
調
陀
像
を
安
置
す
。
此
の
道
場
数
十
年
の
後
究
武
年

中
に
金
稼
百
姓
町
へ
移
す
。
今
の
民
党
寺
是
也
と
。
叉
或
は
一
耳
ム
。

州
民
党
寺
の
本
稔
阿
孤
陀
如
来
は
、
芋
掘
勝
五
郎
石
川
郡
山
科
村
民
居

住
し
、
黄
金
を
以
て
袈
師
・
弧
陀
の
雨
像
を
出
掛
た
り
。
諮
問
師
の
像
は
今

寺
町
伏
見
寺
の
本
傘
"
北
な
り
。
間
期
陀
の
品
開
は
今
百
姓
町
民
党
喝
の
木

品
格
と
成
れ
り
o
此
の
間
像
は
、
則
ち
苧
例
肱
五
郎
の
守
本
傘
K
て
、

民
先
寺
の
本
噂
は
閲
浮
岡
山
金
長
ク
四
寸
の
頭
陀
仰
な
り
と
い
へ
り
。

按
宇
る
民
、
方
謹
如
よ
り
授
奥
あ
り
し
行
進
作
の
嫡
陀
仰
と
同
俳
倣

た
ら
ん
か
。
伏
見
寺
由
来
書
陀
‘養
老
元
年
石
川
郡
伏
見
山
陀
て
苧
掘

藤
五
郎
賞
金
一
寸
八
分
の
築
飾
品
川
を
捌
出
し
.
草
庵
主
建
て
安
置

す
。
共
頃
行
基
伏
見
山
民
登
り
、
藤
五
郎
の
銅
山
す
賞
金
を
以
て
七

寸
三
分
の
築
師
を
作
り
‘
彼
像
を
飽
め
一
寺
を
建
立
し
て
‘
行
基
山

伏
見
寺
と
践
す
。
と
あ
り
。
此
の
仰
続
に
蹴
れ
ば
、
民
党
寺
の
本
株

夫
よ
り
彼
居
城
等
へ
叉
寧
を
向
け
‘
松
聞
が
甥
石
部
主
水
の
居
披
石

叩
削
砦
等
を
不
自
に
攻
孫
す
云
々
。

と
い

へ
り
。
叉
律
問
販
卿
の
石
川

紡
古
勝
紀
陀
云
ム
。
木
品
目
義
仲
品
品
開
叫
指
a
米
山
拭
村
京
↓
永
松
・天
正
之

問
。
土
餓
首
領
洲
崎
兵
郎
総
a
共
域
吋
阻
凶
飯
島
術
脊
.
日
七
・

λ
尺
.

東
西
腕
七
十
歩
許
・
南
北
茨
九
十
歩
弱
・
ト
一
伊
川
監
袋
今
出
町
僅
可
v
桜
ν

蛙
.
究
・
来
初

a

十
都
皆
川
崎
n
作
食
会
-
数
十
百
所
.
混
血線
"
耕
脈
数
料
↓
天
明

中
土
民
懐
v
好

a

納
品
架
設
-
倣
=米

包

不
ν
甜
伊
賀
会
有
v
名蛇…
v
賞
。
放
医

倉
と
。
今
按
・
干
る

K
、
三
州
志
氏
、
民
党
坊
は
洲
崎
兵
応
と
て
、
謹

如
の
弟
子
と
成
り
、
初
め
河
北
郡
松
根
修
正
居
て
、
森
下
溢
を
抑
領

し
.
後
石
川
郡
米
泉
の
銃
K
居
て
、
西
泉
・
白
抗
野
の
三
泉
を
抑
領
し
、

み
づ
か
ら
泉
入
道
と
治
鋭
す
。
そ
れ
を
後
人
附
合
し
て
、
和
泉
守
と

紀
し
訣
れ
り
。
と
い
へ
り
。
山
側
屋
政
務
の
古
兵
般
に
、
開
制
崎
兵
庫
と

い
ふ
一
撲
大
将
は
、
越
後
謙
信
一
高
齢
騎
に
て
、
十
月
の
頃
な
る
に

加
州
へ
四
国
向
し
て
.
河
北
郡
の
内
中
保
村
太
岡
村
民
附
取
り
た
り
。

共
の
日
大
雪
降
り
.
人
々
中
僚
・太
聞
の
在
家
に
込
入

p
て
、
附
都
銀
を

防
す
け
り
。
夜
に
入
り
て
須
崎
兵
庫
八
百
許
陀
て
山
手
へ
廻
り
.
夜

認
を
懸
け
た
り
。

線
信

一
支
も
あ
は
宇
討
負
け
、
越
後
へ
欧
認
す
。

共
後
吾
が
落
胆
高
徳
公
、
右
の
手
柄
を
問
召
し
、
知
行
千
石
賜
は
り
・

Ji. 




